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343 号 

2023年 2月 

西
建
協
で
は
、
年
間
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
様
に
ご
協
力
を
頂

き
、
会
員
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て
、
土
木
技

術
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

当
協
会
、
災
害
安
全
委
員
の
運
営
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

西
建
協 

令
和
４
年
度 

土
木
技
術
講
習
会
報
告 

 
 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

HP アドレス 

令
和
五
年
二
月
七
日(

火)

一
般
社
団
法
人
西

多
摩
建
設
業
協
会
主
催
に
よ
る
土
木
技
術
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
８
派
が
懸
念
さ
れ

る
中
で
し
た
が
、
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル
ピ

ア
ホ
ー
ル
に
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
ち
、
受
付
時
に
は
検
温
・
消
毒
等
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
行
い
、
賛
助
会
員
を
含
め
受
講

者
２
５
社
・
８
２
名
で
の
参
加
に
よ
る
土
木
技

術
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
技
術
講
習
会
で
は
、
講
師
に
東
京
都

西
多
摩
建
設
事
務
所 

工
事
第
二
課
長 

浅
見

卓
也
様
を
お
招
き
し
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
内
容
は
、
ま
ず
工
事
現
場
の
安
全
対

策
と
し
て
、
事
故
の
発
生
状
況
と
事
故
発
生
時

の
対
応
、
事
故
事
例
を
紹
介
し
、
安
全
対
策
へ

の
取
組
み
は
省
略
せ
ず
、
日
々
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
次
に
、
工
事
成
績
評
定
に
つ
い
て
講

義
が
お
こ
な
わ
れ
、
成
績
評
定
の
付
け
方
、
加

点
・
減
点
要
素
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
工
事

検
査
に
つ
い
て
の
講
義
で
は
、
検
査
の
手
順
説

明
、
検
査
で
の
指
摘
事
項
例
や
好
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
工
事
成
績
評
定
が
良
い
と
い
う

こ
と
は
、
監
督
員
と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
変
更
箇

所
な
ど
が
あ
っ
た
際
に
迅
速
に
対
応
を
お
こ
な

う
こ
と
が
、
良
い
印
象
に
繋
が
る
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
ま
し
た
。 

西
多
摩
建
設
業
会
で
は
、
年
２
回
、
協
会
各
社
の
技
術

向
上
と
安
全
管
理
の
た
め
、
協
会
の
災
害
対
策
安
全
委
員

会
が
協
会
員
の
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
、
１
２
月
１
日
に
、
２
現
場
実
施
し
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

西
建
協 

令
和
４
年
度 

工
事
現
場
安
全
パ
ト
ロ 

ー 

ル 

報 

告 

こ
の
度
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
、
無
事
に
土
木
技
術
講
習
会
を
開
催

で
き
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
開

催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
東
京
都
西

多
摩
建
設
事
務
所 

副
所
長 

小
松
正
明
様
、

並
び
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
い
た
工
事
第
二
課

長 

浅
見
卓
也
様
、
と
て
も
有
意
義
な
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

施
工
業
者
：
鉄
建
・
東
京
機
工
土
木
建
設
共
同
企
業
体 

工
事
件
名
：
街
路
築
造
工
事
の
う
ち
擁
壁
設
置
工
事 

（
３
西
‐
青
梅
３
・
４
・
４
） 

工
事
場
所
：
東
京
都
青
梅
市
天
ケ
瀬
町
地
内
か
ら 

同
市
裏
宿
町
地
内
ま

で 

主
要
地
方
道
新
宿
青
梅
線
（
第
５
号
）
新
青
梅
街
道 

工 

期
：
令
和
４
年
３
月
２
日
か
ら 

令
和
５
年
２
月
２
日 

（
６
月
末
に
変
更
予
定
） 

進
捗
率
：
１
５
％ 

工
事
概
要 

本
事
業
は
、
青
梅
街
道
の
渋
滞
解
消
、
地
域
の
防
災

性
向
上
及
び
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
を
目

的
し
て
道
路
を
新
設
し
ま
す
。
本
工
事
で
は
、
施
工
箇

所
が
急
峻
な
地
形
の
た
め
道
路
と
な
る
側
部
にφ

８

０
０
㎜
の
鋼
管
杭
を
打
設
し
土
留
と
し
、
こ
れ
に
伴
っ

て
既
設
擁
壁
取
壊
し
、
掘 

 

削
等
を
施
工
す
る
も
の

で
す
。 

災
害
対
策
安
全
委
員
会
の
主
な
意
見 

・
工
事
の
特
性
上
、
作
業
場
所
が
、
日
々
移
動
し
な
が

ら
行
う
た
め
、
昇
降
設
備
も
移
動
が
し
や
す
く
、
且
、

安
全
に
昇
降
出
来
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

・
気
象
情
報
測
定
器
が
設
置
さ
れ
、
施
工
環
境
等
の
管

理
も
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

・
仮
設
通
路
と
一
般
者
通
路
と
が
交
差
す
る
部
分
に
、

交
通
誘
導
員
が
配
置
さ
れ
、
開
け
閉
め
が
容
易
に
出

来
る
の
と
、
安
全
確
保
が
同
時
に
で
き
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

施
工
業
者
：
成
友
興
業
株
式
会
社 

工
事
件
名
：
路
面
補
修
工
事
（
３
西
の
１
４
）
及
び
松
尾
橋

維
持
工
事
（
橋
面
舗
装
）
並
び
に
防
護
柵
設
置
工
事
（
３

西
－
３
） 

工
事
場
所
：
東
京
都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
久
野
地
内 

工 
 

期
：
令
和
４
年
２
月
２
１
日
か
ら 

令
和
５
年
１
月
５
日 

進
捗
率
：
９
０
％ 

工
事
概
要 

 

本
工
事
は
、
一
般
都
道
奥
多
摩
あ
き
る
野
線
（
第
１
８
４

号
）
の
部
分
断
面
打
換
に
よ
る
路
面
補
修
工
事
と
松
尾
橋

の
橋
面
補
修
工
事
及
び
転
落
防
止
柵
設
置
を
行
う
工
事
で

す
。 

災
害
対
策
安
全
委
員
会
の
主
な
意
見 

・
現
在
施
工
中
場
所
は
、
常
設
作
業
帯
を
設
置
し
終
日
車
両

交
互
通
行
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
、
そ
の
中
で
、
十
分
な

照
明
設
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

・
足
場
の
手
摺
り
や
安
全
表
示
が
適
切
に
な
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。 

・
工
事
車
両
に
車
止
め
が
確
実
に
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

パ
ト
ロ
ー
ル
現
場
の
様
子 

パ
ト
ロ
ー
ル
現
場
の
様
子 

 

 

  

講習会 会場の様子 受講中の様子 
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◇ あ と が き ◇ 

2 月 10 日にかけて西多摩地区に降雪がありました。幸いに

も、大量に降り積もることはありませんでしたが山間部の幹

線道路などで除雪対応をして頂いた協会員の方もおられると

思います。地球温暖化の影響もあり、積雪の量やタイミング

も予測が難しいところですが、春までもう少しです備えてい

きましょう。今年は、スギ花粉が過去 10年で最多の量が飛散

するそうです。皆様、花粉対策をして年度末を乗り切ってい

きましょう。               広報委員会  

 

「西建協だより」令和５年１月号に掲載しました次の記事にお

きまして、誤りがありました。 

表面「謹賀新年ご挨拶」各社の中において 

  

（正） 丸順商事 有限会社 

 （誤） 有限会社 丸順商事 

 

関係者の皆様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとと

もに、ここに訂正させていただきます。 

１ 月 事 業 報 告 

１２日 総務委員会 

１３日 事業委員会 

１３日 災害対策安全委員会 

１６日 広報委員会 ３４２号編集 

１７日 理事会 

２５日 西建協 令和５年新年懇親会 

２ 月 事 業 計 画 

３日 事業委員会 

７日 災害対策安全委員会 

７日 令和４度土木技術講習会 

１０日 三建連 令和５年度新年懇親会 

１７日 広報委員会 ３４３号編集 

２０日 総務委員会 

２１日 理事会 

 

令和 4 年度 建設業年度末労働

災害防止強調月間実施要領を

下記ＵＲＬにてダウンロード

できますのでご活用下さい 

建災防ウエブサイト 

URL: 

https://www.kensaibou.or.jp/p

ublic_relations/various_canp

ain/04end_fiscal_year_safety

_week.html 

 

第５５回青梅マラソン 

大会交通規制看板設置協力について  

新型コロナウィルス感染症まん延防止対策のため、や

むなく中止が続いていた青梅マラソン大会が、今年は第

５５回の記念大会として３年ぶりに実施されました。 

青梅建設業協会では、青梅マラソン大会の交通規制に伴

う規制看板の設置協力を青梅市より依頼を受け、古くか

らお手伝いしてきた経緯もあり、本大会の再開を心から

喜ばしく思っております。 

この度は、この交通規制看板の設置協力について簡単

にではございますが、内容のご説明をさせていただきま

す。 

大会のマラソンコースとして規制する道路は、青梅市

河辺町の都道 29 号立川青梅線の奥多摩街道を起点とし、

都道 28 号の旧青梅街道をとおり、一般国道 411 号の青

梅街道を西へと登った奥多摩町川井までとなっており、

長距離にわたって通行止めを行うとても大掛かりな交

通規制になります。従って、マラソンコース全域で設置

する規制看板の総数は、予告板と規制看板が 259 枚、カ

ラーコーン 125 個、看板の重り用砂袋 337 個となってお

り、大きく四つのエリアに分かれ、決められた時間まで

に設置、撤去するという作業になります。 

 長距離で長い時間の交通規制となるため、スタート地

点付近は朝８時から規制が始まり、遅いエリアでは 9 時

20 分から通行止めとなるので、記載内容や規制時間の表

記種類がとても多くあり、エリアごとの設置箇所との組

合せがありとても複雑になっています。 

 その為、予め青梅市より配布される看板の種類と設置

箇所がプロットされた地図で確認しながら、間違いがな

いよう、また時間内に効率的に設置し終える必要がある

作業となっております。 

 日頃より道路工事で交通規制を行い、交通量や道路網

の把握など、多くの経験や情報を持つ私たち地元の建設

業者だからこそ、この複雑な規制看板設置作業が、今ま

で大きなトラブルも無く続けて実施できているのでは

と自負している次第です。 

  第５５回を数え再開した伝統ある青梅マラソン大

会を通じ、スポーツを楽しむ参加者の皆様や、大会を支

える大勢の関係者の方々と一緒に、開催のお手伝いする

ことで、地元に必要な業団体であると思って頂けるよ

う、これからも青梅市の整備事業や地域貢献に、より一

層努力していきたいと思います。  

  

設置作業の様子 

建設業年度末労働災害防止強調月間 


